
都道府県別　下水道水環境保全率（平成１７年度末）
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全国

・全国平均値でみると下水道処理人口普及率の１／２未満の水準。
　著しい地域間格差。
　　→　地域の整備状況を踏まえ、下水道の普及促進とともに、合
　　　流改善・高度処理の推進が必要。
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順位 都道府県名 Ｈ17末

保全率

1 滋賀県 79.5%

2 長野県 68.2%

3 富山県 67.8%

4 北海道 64.5%

5 山形県 63.1%

分流式下水道による整備箇所や高度処理を
しなくても放流水質を満足する箇所を含む。

合流改善・高度処理の推進により、水環
境保全上必要とされる水質を達成！

水環境保全の観点を考慮しながら、
下水道の普及を促進！

既に下水道が整備済 今後下水道を整備予定

下水道水環境保全率３１．４％ 下水道処理人口普及率６９．３％

合流改善・高度処理 対応済
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